
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
■ 持続可能性

□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
■ 持続可能性

□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
■ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和２年度

施策コード 722 施策

活動実績
評価の視点

　令和２年度　入館者数　137人

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、令和2年3月6日～令和2年5月23日、令和2年
12月7日～令和3年2月9日の期間について臨時休館しました。

1
所管
室課

※課題があるものは■
5,534

市民ニーズ、
社会的役割

□0.0

事業名 旧西尾家住宅（吹田文化創造交流館）保存活用事業文化財保護課

年度

決算額　(千円)

一般財源の比率（％） 59.8

27,166

令和２年度

市民ニーズ、
社会的役割

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

　旧西尾家住宅については、平成28年度から平
成29年度にかけて耐震診断を実施した結果、大
規模な解体修繕が必要と判断されました。その
後、平成30年度に発生した大阪府北部地震及び
台風21号により多大な被害を受けたことから、被
害実態や令和元年発足の旧西尾家住宅修理専
門会議での検討結果を踏まえて、令和２年度以降
10年をかけて実施予定の大規模修繕を行ってい
く必要があります。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

※課題があるものは■

□

事業概要
旧西尾家住宅（吹田文化創造交流館）保存活用

3
所管
室課

文化財保護課 事業名 旧中西家住宅（吹田吉志部文人墨客迎賓館）保存活用事業

事業概要

事業概要

旧西尾家住宅大規模修繕基金積立事業事業名文化財保護課
所管
室課

2

決算額　(千円)
評価の視点

令和２年度年度活動実績

旧西尾家住宅大規模修繕基金積立

　令和２年度から実施している旧西尾家住宅大規
模修繕の財源確保を目的に、平成31年4月に旧
西尾家住宅大規模修繕基金を設立しました。今
後は広く基金への寄附を募り財源確保に努めま
す。

　令和２年度　寄附金総額　 　5,547,270円
　令和２年度　寄附件数　　　　　　　　20件

継続

今後の実施計画
の方向性・内容

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

一般財源の比率（％）

99.9 □
市民ニーズ、
社会的役割

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

　平成30年度に発生した大阪府北部地震及び台
風21号により多大な被害を受けたことから、令和
元年度に耐震診断を実施し、その結果を踏まえて
将来的に大規模な解体修繕等を行うか検討して
いく必要があります。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

旧中西家住宅（吹田吉志部文人墨客迎賓館）保存活用

活動実績 年度 令和２年度
評価の視点

　令和２年度　入館者数　430人

　春の特別公開
　実施期間　令和2年4月2日～令和2年4月7日
　入館者数　34人

　秋の特別公開
　実施期間　令和2年11月21日～令和2年11月29日
　入館者数　203人

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、令和2年3月6日～令和2年5月23日、令和2年
12月7日～令和3年2月9日の期間について臨時休館しました。

決算額　(千円) 14,781
※課題があるものは■

一般財源の比率（％）

所管室課 事業名

文化財の保存と活用

文化財保護事業 所管部局 地域教育部

事業名所管室課

管理事業
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□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
■ 持続可能性

□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

施策コード 722 施策

4
所管
室課

文化財保護課 事業名 文化財保護事業

事業概要
文化財調査、文化財公開・啓発、文化財保存・活用、吹田学事始め

活動実績 年度 令和２年度
評価の視点

　埋蔵文化財については開発等に伴い年間数十件の調査を実施し、調査報告書等作成の
ために年間を通じて内業整理を行ってきました。
　国史跡七尾瓦窯跡・府史跡吉志部瓦窯跡工房跡などの教育委員会で管理する史跡等文
化財を適正に管理するとともに、文化財説明板の設置・修繕等の文化財保護に関する普及
啓発活動を推進するなど、文化財の保存、活用を図ってきました。また、指定や登録文化財
については、補助金交付を通じて、所有者等の保護活動や保存会等の団体による伝統行事
の保存・育成活動を支援し、これらを通じて市民の地域を愛する心や地域文化の醸成につな
げてきました。

決算額　(千円) 12,464
※課題があるものは■

一般財源の比率（％） 91.7 □
市民ニーズ、
社会的役割

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

埋蔵文化財調査は大半が民間開発に伴う緊急調
査であり、他の文化財も開発等によって失われて
いくことを避けるために、保護に向け積極的に進
めていかなければならないが、専門知識・技術を
有する職員の不足により対応が難しくなってい
る。文化財調査は所有者等の協力が不可欠で、
文化財保護について啓発や文化財の指定・登録
を進めることにより市民の文化財に対する理解を
高め、これら文化財への補助金交付を通じて所有
者等の保護活動や保存会等の団体による伝統行
事の保存・育成活動を支援していく必要がある。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

職務が速やかに実
施できるために必
要な専門職員の採
用を求めていく。

所管
室課

事業名

事業概要

活動実績 年度 令和２年度
評価の視点

決算額　(千円)
※課題があるものは■

一般財源の比率（％） □
市民ニーズ、
社会的役割

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

今後の実施計画
の方向性・内容

所管
室課

事業名

事業概要

活動実績 年度 令和２年度
評価の視点

決算額　(千円)
※課題があるものは■

一般財源の比率（％） □
市民ニーズ、
社会的役割

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

今後の実施計画
の方向性・内容

文化財の保存と活用

管理事業

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和２年度

文化財保護事業 所管部局 地域教育部

所管室課 事業名 所管室課 事業名
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